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今週の予定

11月28日(火) 新研究【英語】 後期中間テスト２日目

11月29日(水) 新研究【国語】

11月30日(木) 新研究【社会】 県外受検申込・推薦申込　校内〆切

12月1日(金) 新研究【数学】 第７回附中模試、面接練習①、敬愛特進志願書校内〆切

12月4日(月) 新研究【理科】

テスト!テスト!テスト!

第32号　2017年11月27日(月)　文責　石田　順

　今日は後期中間テスト１日目です。今回のテストは９教科。テスト勉強もしっかり時

間をかけて行うことができたでしょうか。さらに今週末には附中模試が予定されていま

す。今週はテストづくしの１週間。気力･体力を充実させてしっかり取り組みましょう。

面接を練習することの意味

　今週末には第７回附中模試が行われます。そしてテスト後の６校時から面接練習がはじ

まります。学年として、学級での面接練習を２回計画しています。そしてその後は個人の

受検状況に合わせた面接計画を組んでいく予定です。	

　面接を練習することの意味は何でしょうか。昨年の学年通信に「形から入る」ことの大

切さについて伝えました。形や形式を重んじる日本の文化において、面接においてもまた

その作法や仕草が大切と考えられ、その上で「形のない入れ物には心を入れることができ

ない」ということを確認してほしい、ということを書きました。	

　高校入試において面接が行われる学校がほとんどです。高校の先生はみなさんとの面接

を通して、１人１人の形・作法が「本物」であるか。そしてその作法の上に成り立つ面接

内容もまた「本物」であるかを見極めようとされているのだと思います。	

　その場限りの姿形や振る舞い、また話す内容も「その場限り」のものでは、結局「偽り

の自分」を評価されているにすぎません。なぜこの学校を受検するのか、そしてその学校

で何をしたいのか、将来はどうありたいのか、本気のみなさんの言葉を高校の先生は待っ

ています。本気であれば、その視線・声・表情や態度も「本気」になるはず。挨拶ができ

なかったり視線があちこちに動く。小さな声で返事もできない。そのような姿勢で「私の

本気をみてください」と言われても相手には届きません。	

　私達はみなさんに「本気」になってもらうために面接練習を行います。まずは担任の先

生にみなさんの本気が届くかどうか。立ち振る舞い、志望動機、志。全身全霊で面接に臨

みましょう。限られた練習の場を練習で終わらせるのではなく、本気で臨めるように。しっ

かり準備をしておきましょう。先日『面接の答え方』というテキストを配布しました。しっ

かりと書き込みましょう。相手へ伝える前に自分との対話。自問自答。	

　期待しています。
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12月の行事予定

日 曜 行事内容
1 金 第7回附中模試
2 土 学年の集い
3 日
4 月
5 火 学年球技大会
6 水
7 木
8 金
9 土
10 日

11 月
学活）面接練習② 
城北専願Ⅰ・推薦入試 校内〆切

12 火 保育実習(A組)
13 水 後期懇談
14 木 後期懇談、保育実習(B組)
15 金 後期懇談、保育実習(C組)
16 土

日 曜 行事内容
17 日

18 月
保育実習(D組) 
敬愛特進･推薦出願 
米子高専推薦 校内〆切

19 火
20 水
21 木 敬愛特進入試事前指導

22 金
授業最終日 

城北専願Ⅱ・一般、 
敬愛一般、青翔開智、倉吉北 校内〆切

23 土
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

行事予定ゅ書づイむぜィ£校内『切％もら＼撹高等額校を受検びィ際ゅ必要や＃志伎書＆
オ担任ゅ提出びィ日よねもめび〜ねよ日�めゅ必ぴ＃価書で＆オベタホデぱむ�ァぞ�

ぱ�だ〜

いのち・からだ・生きる教育

　11月16日に徳吉薬局の徳吉雄三さんをお招きして、「いのち・からだ・生きる教育」を

行いました。今回のテーマは『薬について正しく知る』ことです。私達は日頃から様々な

お薬にお世話になっています。最近では風邪薬や頭痛薬だけでなく、サプリメントのよう

なものまで簡単に手に入るようになりました。しかし、その効能や使用方法を正しく知ら

なければ、逆効果になることもあります。ましてや成長段階のみなさんですから、そのよ

うな薬やサプリメントに簡単に頼るのではなく、体本来がもっている自然治癒力もしっか

り高める工夫もしなくてはなりませんね。	

　また徳吉先生はいわゆる「違法ドラッグ」についてもお話しいただきました。講演会で

は具体的な事例についても教えていただきました。様々な誘惑に負けてしまったり、友人

や先輩からすすめられるなどして、違法ドラッグに手を出すケースも少なくありません。

私達には断る勇気を持つことも大切であると改めて考えることができました。	

　講演会の最後には多くの質問もありました。その中で私も質問しましたが、これから受

験を迎えるみなさんがインフルエンザからどう自分の体を守るのが良いか、大切なアドバ

イスをいただきました。	

　なによりも『手洗いとうがい』でしたね。うがいができなくても1時間に1回水分を取る

ことでウイルスの繁殖を防ぐことができるとのことです。しっかり予防をしましょう。

後期懇談では、敬愛特進の受験料を徴収させ
ていただきます。よろしくお願いします。


